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《令和 6 年 3 月 7 日新規》  

 

○ 取扱い 

 原則として、急性心筋梗塞や心原性ショック等、循環補助が必要な症例

においては、PCI時の経皮的心肺補助法（PCPS）または大動脈バルーン

パンピング法（IABP法）の算定は認められる。 

 

○ 取扱いの根拠 

 ショック状態等で循環補助が必要となる状態の患者において PCI 時に

PCPSまたは IABP を併施することは適当と考える。ただし、予防的、バ

ックアップを目的に行う場合は認められないと考える。 

 


